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機械運動の問題についての一考察 〈第二報)
長 元 亀 久 男

One Consideration On A Problem of Kinematics 

of Machinery (2nd report) 

Kikuo NAGAMOTO 

One graphical consideration of Euslr-Savarys equation and Bobiller's 

law in Kinematics is described in this paper. 

一般に平面運動を し て い る 剛体の一瞬間を考え る と
き ， 図� 1 の よ う に瞬中心Pに て接 し相対的 に こ ろが
り をなすセン ト ロード Cm Cf な る 2 つの曲率円の運
動 に お き かえて考えても差支えがな い。 こ の場合 Mo
を A 点の運動軌跡曲線の曲線中心とす る 。 い ま A点、
におけ る 速度Va( =AA' )が与え られ て い る と し て同
じ運動系のB点の速度は A を 中心に AA' を半径と し
て 円弧を画き AP との交 り の点か ら BP ìこ垂線を お
ろ しBPとの交点を求め る 。 つぎにBを中心に し てこ
の交点までの長さを半径と し て 円弧を 画 きBPに垂直
な る BB' 線との交点B' を求め る 。 瞬間中心Pに お
ける速度Vp をBPに垂直 な方向のVpt( =PP") とBP
方向の Vpn( = P'P") に分け る 。 そし て BPの延長と

BP" を結んだ直 線との交点0を求めればこれがB 点
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の運動軌跡曲 線の曲率中心を与え るもの であ る。 こ の
場合. AP=R. MoP=Ro. BP=p.OP=ρo. どとBP T =出，
とすればオイレルザワリの式はつぎの よ う に導かれて
(1) 

い る 。 ( 1 1 1 1 1 予J +7 jSln 出 = EJ +r - … . .. ・ H ・.. . (1)
Po が無限大とな る場合には(1)式はつぎの よ う に 記

され る。
1 . 1 1 --:-S1O出=一十 ←一一 .............・H・-…一....... … ..(2)
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い まP点に て PW=RRo/R +R。 を直径とす る 円を
図� 2 の よ う に画けばこれは 幾何学的 意、味か ら 変曲 円
とな る のであ る 。
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図~之
こ の変曲 円を用 い て ， こ の運動系の K点の運動軌跡

の曲率中心を O とすれば直線 K OP が変曲 円と交 る 点
を WKと し KP=ρ. PO =Po とすればつぎ、の よ うな 関
係のある こ とが知 ら れ て い る 。
P o  PWK . . . . ・ ・ ・ ・ (4)
ρ - KWK 

こ の こ とから図� 2 に て. K. P. Y. O . の間に
はつぎの品う な幾何学的関係のあるこ と を前j報におい
て報告した。



116 

Yは こ の運動系に属す る 点Kを通 る 任意の 直 線 KY 運動系に属する他の点K， と その曲率中心 0， を結ん
と 運動軌跡の曲率中心0を通 る 任意の直線 O Yとの交 だ直線 と 〆の角を なす直線は極接線 T P と な る 。
点であ る 。 い ま こ の よ うな図的構成理論を図 � 4 の よ うな 四つ

X は こ の運動系に 属 し て い る 点Kを通 る 直線KY上 棒リン ク 機構に お い てK3点の曲率中心につい て考えて
に瞬間中心Pか ら OYに平行に 引 し 、た直線 と の交 り で み よ う。
あ る 。

WK は こ の運動系に属 し て い る 点K と瞬間中 心 P
と 運動軌跡曲線の曲率中心0 を通るK PO 直線と X か
ら YPに平行に 引 し 、た直線 と の交 り の点であ る 。

もしも運動系に属す る K， K2 な る 2 点を 考 え れ
ば第3図を参照 し 2 点K， K2 を通る直線 と それぞれ
の曲率中心0， O2 を通 る 直線 と の交 り は 前記 理 論
に よ るYと な る の であ る 。 こ のYにつ き 前記理論を応
用す る 。 すなわちYPを結び Pか ら O，Yに平行線を引
き K2 K，Y と 交る点がXであ る 。 X か らYPに 平 行

線を引 き K， P， K2 P と 交 る 点が WKl WK2であ る 。
瞬間中心P と WKl WK2点を通 る 円が変曲円と な る
のであ る 。
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こ の作図理論か らつぎの よ うな関係が導 き 得 ら れ
る 0

LT PK， =乙羽TKIWK 2 P=どこK2 PY'=ζYP02
乙T PK 1=ζYP02 = 〆………... ・ H・ . .…… . ..・ H・ .(5) 

こ れにつ い て前 と 同じ よ うに幾何学的考察をすれば
つぎの よ うな こ と がし 、え る 。

Yは運動系に属す る 2 つの点K 1 K2 を通 る直線 と ，
そ の運動軌跡曲線の曲率中心 0 1 O2 を結んだ直線 と
の交 り であ る 。

瞬間中心Pを通 り こ の運動系に属す る 1 つ の 点K2
と その曲率中心O2 を結んだ直線 と YP (基準線〕 と
のなす角を 〆 と すれば p 同じ瞬間中心を通 り ， この
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図におい て曲率中心0， O2 を通 る 直線 と こ の 運
動系に属す る 点K 1 K2 と を結ぶ直線 と の交点をも
と す る 。 瞬間中心Pと 1 つの運動点 L と その曲率 中
心O2 と を結ぶ直線 と も P と の なす 角 を〆 と す
る と ， 他の こ の運動系に属す る 点K 1と P と 0， と を
結ぶ直線 とがの角をなす直線 PTを引けば， こ れが極接
線 と な る 。

こ の運動系に属する他の点K3 について考え る に曲
率中心は瞬間中心Pと K3 を結ぶ直線の延長 上に あ
る 。 またPK3 と 〆の角をなす PY3 を 引き， 運動系
に属す る 2 つの点K， K3 を結ぶ直線との交点をも
と す る 。 0，Y3を結び PK3 の延長 と 0， YS 直線 と

の交点 03 と すれば， 前に述べた図的構成理論に よ り
K3運動点の曲率中心であ る こ と は明かである 。 こ の
図的構成理論を応用すれば平面運動をなす剛体の一瞬
間におけ る 運動軌跡の変曲円を 画 き 得 る 。 また四つ棒
リ ン ク 機構 の運動の考え方(3) を用いさ ら に加速度中
心を求 め る 作図 の考え方(の を用うれば， こ れか ら接
線円が画き得られ る 。

本稿は日本繊維機械学会北陸地方講演会(昭39-11-17)における

講演要旨である。
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